


































































未 投 与 OVX 群 (OVX 群 ), 3. DHNA (30mg/kg/day )
(SIGMA･Aldrich･United･States,St.Louis,MO,USA)を投与したOVX群
(DHNA群),4.ビタミンK2(30mg/kg/day)(SIGMA-Aldrich-United-States)







































































































高),Ris群 (120%高)において有意 (〆 0.05)に上昇した｡Tb.SpではOVX

















































































































































































































































Sham OVX DHNA VK2 RIS
OC(ng/ml)
Sham OVX DHNA VK2 RIS
IL-6(m9/dl)















Sham OVX DHNA VK2 Ris
RANKL(pg/ml)
Sham OVXDHNA VK2 RIS
TNF-cI(mg/dI)
Sham OVX DHNA VK2 RIS








Sham OVX DHNA VK2 RIS
IL-1P(mg/dl)























































































Sham OVX DHNA VK2 Ris
図 1,血清中の生化学的検討
血清エス トロゲン (176-Estradiol),血晴アルカリフォスフアタ-ゼ (ALP),血17IR;Bonemorphogenetic
proteln･2(BMP-2),血清オステオカルシン(OC),血清ReceptorActivatorofNF-kBLigand(RANKL),
Interleukin･18(IL-18),Interleukin16(IL-6),Tumornecrosisfactor-cL(TNF･cL)の計測値を示すoエ
ラーバーは標準偏差を示すo
a:Sham群と有意差あり,b.･OVX群と有意差あり,C:DHNA群と有意差あり,d:ⅤⅩ2群と有意差あ
り,e:Ris群と有意差あり (p<0.05,ANOVA/Tukey-Ⅰむamertest)
図2,a 大腿骨の組織学的検討
マウス大腿骨遠位骨端部 H-E染色の結果,OVX群はSham群と比較し,骨丑の減少及び骨梁の連続性の
消失を認めたoDHNA群とRis群では骨Btの増加を静めたoTRAP染色の結果,OVX群ではH･E染色に
て骨梁構造の減少した部位に一致してTRAP陽性細胞(矢頭)の存在が確認された.(スケールバー:100pm)
図2.b 大腿骨遠位骨端部のTRAP陽性細胞数
OVX群では多数のTRAP陽性細胞を認めたが,DHNA群とRis群ではTRAP陽性細胞の減少を認め,OVX
群と比較しDHNA群とRis群は有意差を認めたOェラーバーは標準偏差を示す｡
a:Sham群と有意差あり,b:OVX群と有意差あり,C:DHNA群と有意差あり,d:ⅤⅩ2群と有意差あ
り,e:Ris群と有意差あり (p<0.05,ANOVA/nlkey･Kramertest)
図3. 大腿骨のマイクロCT画像
大腿骨遠位骨端部の3I)画像よりOVX群ではShatn群と比較 して皮質骨の非薄化や海面骨の減少に伴う骨
梁構造の消失を認めたが,DHNA群とRis群ではSham群と同程度までの骨梁椛造の回復を認めた｡
図4. 大腿骨の三次元的骨形態計測
大腿骨におけるBMD,BVrrv ,Tb.Th,Tb.Nでは,OVX群と比較しDHNA群,Ris群に上昇を認めた.
Tb.Spでは,OVX群と比較しDHNA群､Ris群に低下を認めた.Sham群,DHNA群,Ris群の3群間
では有昔差を認めなかった｡エラーバーは標準偏差を示す｡
a:sham群と有意差あり,b:OVX群と有意差あり,C:DHNA群と有意差あり,d:ⅤⅨ2群と有意差あ
り,e:Ris群と有意差あり (p<0.05,ANOVA/Tukey-Kramertest)
図5.第五腰椎の三次元的骨形態計測
第五腰椎におけるBMD,BV汀V,Tb.Th,Tb.Nでは,OVX群と比較しDHNA群,Ris群に上昇を認め
た｡Tb.SPでは,OVX群と比較しDHNA群,Ris群に低下を認めた｡Sham群,DHNA群,Ris群の 3
群剛では有意差を認めなかったoェラーバーは標準偏差を示すo
a:Sham群と有意差あり,b:OVX群と有意差あり,C:DHNA群と有意差あり,d:VT;2群と有意差あ
り,e:RIS群と有意差あり (p<0,05,ANOVA/Tbkey-Kramertest)
